
忘 大地れられた の を物語 求めて

本
州
唯
一
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
越
冬
地

　
「
自
分
ち
の
田
ん
ぼ
な
の
に
、
迂
闊
に
入
れ
な
い
ん
で
す
よ
」

　

本
州
唯
一
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
越
冬
地
、
山
口
県
周
南
市
（
旧
熊
毛

町
）
八や

代し
ろ

地
区
で
耳
に
し
た
言
葉
に
、
思
わ
ず
聞
き
返
し
た
。
冬

期
間
、
地
元
農
家
は
盆
地
中
央
の
餌
場
と
な
る
田
だ
け
で
な
く
、

田
ん
ぼ
一
帯
に
入
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
基
本
は
米
作
り
一
本
と
い

う
。
八
代
盆
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
草
刈
り
が
見
事
に
行
き

届
き
、
驚
く
ほ
ど
静
か
だ
っ
た
。

　

ツ
ル
が
飛
来
す
る
と
、
地
区
内
の
工
事
関
係
は
す
べ
て
ス
ト
ッ

プ
す
る
。
建
築
関
係
も
小
さ
な
た
き
火
も
大
き
な
音
を
立
て
る
こ

と
も
御
法
度
だ
。
ほ
場
の
工
事
も
稲
刈
り
後
か
ら
ツ
ル
飛
来
ま
で

の
一
ヶ
月
間
と
、
ツ
ル
が
去
り
、
代
か
き
ま
で
の
一
ヶ
月
間
の
み
。

「
ツ
ル
様
」
と
地
元
は
冗
談
め
か
し
て
言
う
。

　

シ
ベ
リ
ア
か
ら
南
下
し
て
く
る
の
は
十
月
後
半
。
毎
年
そ
わ
そ

わ
し
な
が
ら
空
を
見
上
げ
る
。
第
一
陣
が
来
た
ら
、
ほ
っ
と
す
る

と
い
う
。
ナ
ベ
ヅ
ル
は
家
族
で
動
き
、
幼
鳥
期
に
過
ご
し
た
場
所

に
帰
る
と
い
う
が
、
徐
々
に
八
代
へ
の
飛
来
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
秋
、
八
代
へ
の
飛
来
数
五
羽
。
だ
が
、
飛
来
早
々
、
一
羽

が
行
方
不
明
と
な
り
、
四
羽
と
な
っ
た
。

　

八
代
の
人
々
と
ナ
ベ
ヅ
ル
の
つ
き
あ
い
は
長
い
。
江
戸
時
代
、

幕
府
に
よ
る
鶴
捕
獲
禁
止
令
が
あ
り
、
全
国
で
見
ら
れ
た
と
い
う

が
、
明
治
に
入
り
全
国
で
乱
獲
。
け
れ
ど
も
、
八
代
村
だ
け
は
ツ

ル
の
捕
獲
を
禁
じ
続
け
た
。
そ
し
て
、
他
村
の
猟
師
が
八
代
で
ツ

ル
撃
ち
を
し
た
こ
と
を
機
に
、
村
で
は
県
に
捕
獲
禁
止
を
求
め
、

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）、県
令
の
捕
獲
禁
止
へ
と
こ
ぎ
つ
け
る
。

八
代
は
、
近
代
の
自
然
保
護
制
度
発
祥
の
地
な
の
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
五
年
に
は
国
の
保
護
鳥
と
な
り
、
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）、
八
代
へ
の
飛
来
数
は
百
羽
を
記
録
。
さ
ら
に
地
域

全
体
が
国
の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
た
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
飛
来
数
三
五
五
羽
と
最
多
を
記

録
。
昭
和
三
十
年
、
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
継
続
的
な

給
餌
を
開
始
。
昭
和
五
十
三
年
以
降
、
飛
来
数
が
百
羽
を
切
る
よ

う
に
な
る
。
そ
こ
で
昭
和
六
十
年
、地
元
は
「
ツ
ル
を
愛
す
る
会
」

を
発
足
さ
せ
、
ね
ぐ
ら
整
備
も
手
が
け
る
よ
う
に
。
だ
が
、
平
成

十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
つ
い
に
一
〇
羽
を
切
っ
た
。

田
ん
ぼ
を
作
ら
ね
ば
、
ツ
ル
と
の
共
生
は
な
い

　

八
代
の
人
た
ち
は
、
ナ
ベ
ヅ
ル
飛
来
の
減
少
で
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
そ
の
も
の
を
見
つ
め
直
し
て
き
た
。
ツ
ル
の
数
は
指
標
と

な
っ
た
。
地
元
は
多
く
を
議
論
し
た
。
ツ
ル
が
減
る
理
由
は
何
か
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
│
│
。
平
成
に
入
り
着
手
し
た
ほ
場
整
備
事
業

（
※
1
）
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
「
喧
々
囂
々
で
し
た
」

　

当
時
を
よ
く
知
る
八
代
南
土
地
改
良
区
（
※
2
）
前
理
事
長
、

徳
本
仁ひ

と
しさ

ん
が
話
す
。

　
「
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
ご
破
算
に
も
な
っ
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

ツ
ル
と
人
の
ど
ち
ら
が
大
事
な
ん
だ
と
。
結
論
は
と
い
う
と
、
田

ん
ぼ
が
荒
れ
て
は
ツ
ル
が
来
な
く
な
る
。
田
ん
ぼ
は
機
械
が
入
る

よ
う
整
備
せ
に
ゃ
あ
荒
れ
る
。
荒
れ
ん
よ
う
に
、
ほ
場
整
備
を
や

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
」

　

昭
和
後
半
、
減
反
を
機
に
不
便
な
と
こ
ろ
か
ら
荒
れ
て
い
た
。

と
く
に
、
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
は
、
山
の
最
も
奥
の
谷
田
（
谷
地
田
）。

真
っ
先
に
放
棄
が
進
ん
で
い
た
。
草
が
繁
茂
す
る
場
所
に
ツ
ル
は

来
な
い
。
同
改
良
区
理
事
長
、
廣
永
洋
二
さ
ん
が
言
う
。

　
「
ほ
場
整
備
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
多
く
の
田
ん
ぼ
が
荒
れ

て
い
た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
は
一
ha
の
中
に
百
枚
以
上
田
ん
ぼ
が

あ
っ
た
と
こ

ろ
。
一
枚
が

二
〜
三
平
米

ぐ
ら
い
の
田

ん
ぼ
も
多
く

て
。
よ
そ
の

地
区
は
道
路

の
舗
装
も
進

み
、
ま
る
で
、

こ
こ
だ
け
が

取
り
残
さ
れ
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て
い
た
よ
う
な
場

所
で
し
た
ね
」

　

副
理
事
長
の
久

行
信
明
さ
ん
が
続

け
た
。

　
「
昔
か
ら
こ
こ

は
湿
地
で
、
は

ま
っ
て
は
ま
っ
て

腰
ま
で
浸
か
る
ほ

ど
。
鍬
も
取
ら
れ

る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
牛
も
入
れ
な
い
か
ら
人
力
で
す
よ
。
ふ

け
た
（
深
い
田
）
と
言
っ
て
ね
。
暗
渠
を
入
れ
、
田
ん
ぼ
の
排
水

を
良
く
し
て
、
機
械
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　

ま
た
、
事
業
で
は
、
ツ
ル
が
歩
け
る
よ
う
畦
畔
も
太
く
、
勾
配

も
緩
や
か
に
し
た
。
外
敵
に
狙
わ
れ
に
く
い
よ
う
高
さ
も
抑
え
た
。

給
餌
田
も
湿
田
化
し
、水
場
を
設
け
た
ほ
か
、水
路
は
フ
リ
ー
ロ
ッ

ク
（
※
3
）
で
施
工
し
た
（
多
自
然
型
水
路
）。
ナ
ベ
ヅ
ル
の
餌

と
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
、
タ
ニ
シ
、
カ
エ
ル
な
ど
水
棲
生
物
の
生
息
地

の
確
保
だ
。
さ
ら
に
、
ツ
ル
が
ね
ぐ
ら
と
し
て
い
た
荒
廃
田
も

一
・
四
ha
復
元
し
た
。

タ
ガ
メ
に
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ホ
タ
ル
…
…
八
代
の
自
然
が
復
活

　
「
こ
れ
か
ら
自
然
環
境
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
が
、
こ
の
地
域

の
大
き
な
テ
ー
マ
な
ん
で
す
」

　

徳
本
さ
ん
が
言
う
。
整
備
事
業
を
機
に
、
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）に
誕
生
し
た
農
事
組
合
法
人「
フ
ァ
ー
ム
つ
る
の
里
」

で
は
、
減
農
薬
減
化
学
肥
料
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
湿
地
の
代
わ

り
と
な
る
よ
う
「
冬
期
湛
水
農
法
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
農
家
の
み
な
さ
ん
が
ツ
ル
の
こ
と
を
考
え
、
一
年
一
年
進
め
て

き
た
の
で
、
八
代
の
自
然
は
今
、
復
活
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ホ

タ
ル
も
増
え
て
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元

の
子
ど
も
た
ち
の
調
査
で
は
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
タ
ガ
メ
、
タ
イ
コ
ウ

チ
な
ど
が
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
」

　

周
南
市
立
八
代
小
学
校
で
は
毎
年
、ツ
ル
の
郷
を
守
る
会（
※
4
）

と
と
も
に
田
ん
ぼ
や
水
路

に
入
り
、
生
き
も
の
を
観

察
す
る
「
水
辺
の
教
室
」

を
行
っ
て
い
る
。
平
成

二
十
七
年
九
月
の
調
査
で

は
、
タ
ガ
メ
（
絶
滅
危
惧

二
種
）、
ガ
ム
シ
、
コ
オ
イ

ム
シ
（
準
絶
滅
危
惧
種
）

な
ど
も
見
つ
か
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
は
、
代
々
続
く
「
つ
る
日
記
」
を
発

行
し
た
り
、「
鶴
の
舞
い
」
を
継
承
し
た
り
、
ツ
ル
の
デ
コ
イ
（
模

型
）
設
置
の
手
伝
い
な
ど
、ツ
ル
は
学
び
の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

も
は
や
自
然
保
護
と
農
業
農
村
振
興
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な

く
、
同
じ
根
を
持
ち
、
と
も
に
豊
か
な
土
壌
を
育
む
も
の
で
あ
る

こ
と
を
八
代
は
教
え
て
く
れ
る
。

　

八
代
で
は
昔
か
ら
、
ツ
ル
が
夕
方
ね
ぐ
ら
へ
飛
び
立
つ
様
に
暮

ら
し
や
心
を
重
ね
、
愛
着
を
持
っ
て
き
た
。
ツ
ル
と
の
共
生
が
、

う
ま
い
米
や
環
境
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
文
化
と
な
り
、

地
域
の
核
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
ツ
ル
を
大
事
に
す
る
。

　

長
い
間
、「
子
ど
も
百
人
、
ツ
ル
百
羽
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。

ツ
ル
の
数
と
八
代
の
子
ど
も
の
数
は
、
ま
る
で
共
振
す
る
か
の
よ

う
に
似
通
っ
て
き
た
。
平
成
二
十
八
年
度
、
八
代
小
学
校
は
全
校

児
童
十
一
人
（
※
5
）。
そ
し
て
三
月
、
北
帰
行
途
中
の
四
羽
が

訪
れ
、
今
季
の
ナ
ベ
ヅ
ル
は
八
羽
と
な
っ
た
。

　

ツ
ル
も
子
ど
も
も
、
地
域
を
照
ら
す
希
望
で
あ
る
。

※
1
…
ほ
場
整
備
事
業
は
次
の
と
お
り
。
●
県
営
ほ
場
整
備
事
業

：

平
成
四
〜
十
三

年
（
区
画
整
理
／
生
態
系
保
全
水
路
）
●
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

：

平

成
十
二
〜
十
九
年
（
区
画
整
理
／
獣
害
防
止
柵
／
生
態
系
保
全
水
路
）
●
ふ

る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業

：

平
成
九
〜
十
二
年
（
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
整
備

／
生
態
系
保
全
水
路
）
●
里
地
棚
田
保
全
整
備
事
業

：

平
成
十
四
〜
十
六
年

（
獣
害
防
止
柵
／
生
態
系
保
全
水
路
）
中
四
国
農
政
局
H
P
よ
り

※
2
…
八
代
南
土
地
改
良
区
は
、
会
員
二
〇
六
戸
、
面
積
一
二
九
・
三
ha

※
3
…「
自
然
石
を
模
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
金
具
で
連
結
し
、
法
面
に
敷
き
詰
め
た

も
の
」
農
政
局
H
P
よ
り

※
4
…
平
成
十
九
年
に
、
ほ
場
整
備
後
の
農
地
環
境
を
守
ろ
う
と
発
足

※
5
…
か
つ
て
八
代
村
は
二
五
〇
〇
人
規
模
。
現
在
、
七
三
〇
人
を
切
っ
た
と
い
う

ナベヅルの家族（1月17日）。盆地中央の給餌田
にて。昔から、夕方にツルが集まる場所がここ。
夏場はここで「ツルを愛する会」がツルの餌と
なるコシヒカリを栽培する。餌は籾と玄米の両
方を用意。八代盆地はどこも「みんな、なめる
ように草を刈る」とか

盆地中心部にある瘞
えい
鶴
かく
地
ち

（＝ツルの墓）。12月の
第1日曜日に「鶴供養祭」
がある。八代にある「ツ
ルの墓」3ヵ所のうちの
一つ。文政3年（1820）、
里人が家族同様に葬った
「つる塚」からはじまり、
この地で命を落としたツ
ルを供養してきた

八代小学校の全校児童が「水辺の教室」
で水生昆虫探し。午後、学校に持ち帰り
学習したあと、ちゃんと田んぼに返す。
提供：八代南土地改良区

ねぐら整備は毎年10月第1土曜日に実施。近年
は地元の壮年層で結成する「夢現塾」や企業
ボランティアなどが参加。代かきをし水を張る。
かつて田に陰を作らぬよう周辺の木も手入れし
ていたように、伐採も行う。滑走のための空間
確保だ。提供：周南市役所八代支所（鶴いこ
いの里交流センター）
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